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　皆さん、こんにちは。エフコープの理事長を

しております堤と申します。今日は短時間での

報告となりますが、「コロナ禍における流通の

影響と対応」というテーマでエフコープの状況

についての概略を皆さまにご紹介させていただ

ければと思っております。

　まず、エフコープの概要でございますが、設

立が1983年４月で、本部は篠栗に設置しており

ます。現在、県内で51万7000世帯の方々に組合

員になっていただいており、世帯数で換算する

と、県内の組織率が22％というような状況でご

ざいます。1970年代に北九州のお母さんたちが

最初に生協をつくったのですが、よりよい商品

を自分たちで仕入れていくという考え方で設立

しております。

　出資金は、いわゆる株式会社の場合は資本金

というと思いますが、この三十数年で出資金が

集まり、現在204億円というような状況でござ

います。昨年度の供給高、一般的には「売上高」

といわれると思いますが、557億円というよう

な状況です。

　主な事業内容については、無店舗事業、店舗

事業、夕食（弁当）の宅配事業になります。夕

食（弁当）は月曜日から金曜日で毎日、登録い

ただいている方のところにお届けしています

が、県内すみずみまではまだ行けておりません

が、毎日5500食ほどを供給させていただいてい

るような状況です。

　福祉事業については、高齢者福祉に限らず、

近年は子ども子育て事業や、しょうがい者雇用

などの取り組みも進めてきております。

　農産物の生産事業については、シイタケ栽培

などでしょうがい者雇用にも取り組んでおりま

す。

　本日のテーマはコロナ禍における影響という

ことですので、無店舗事業と店舗事業を中心に

お伝えをしていきたいと思います。

　まず、無店舗事業については、現在、13市町

に16支所と書いておりますが、いわゆる営業所

を設置させていただいております。供給高が年

間に460億円ほどありますが、全体の供給の８

割がこの無店舗です。お店の売り上げが95億円

ということで、こちらは20％弱というような状

況になっています。

　資料の右側に書いておりますように、お店は、

スーパーマーケット業態ではありますが、ホー

ルに組合員さんが集えるようなスペースを各店

が持っていますので、子育てサークルの活動等

で活用していただいているような状況です。

　次のスライドは、厚労省と県の広報発表資料

も載せています。皆さんもすでにご存じのこと

かと思いますが、率直に言うと、エフコープと

しても、まさか国内でこれほどまでの状況にな

るというのは、まったく想定していなかった状

況でございます。

　この間の取り組みを時系列に出させていただ

いています。まず、ここには書いておりません

が、福岡県内で最初に大きく報道されたのは、

小倉のタクシー会社さんで１名罹患者が出て、

大規模に消毒をし、タクシー会社の方たちが１

カ月閉鎖をするというような報道がありまし

た。内部で罹患者を出すと、事業継続に関わる
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というか、事業をストップせざるを得ないだろ

うというような社会的な空気がありました。そ

のような中で、無店舗では毎週24万5000世帯、

お店だと毎週１万4000人ぐらいの方々に買い物

に来ていただきますので、こちらに時系列で書

かせていただいていますが、このような取り組

みをやってまいりました。

　まず、私もけさ、家を出る前に熱を測りまし

たが、出勤前の検温を全スタッフ徹底し、記録

も取ってもらい、ちょっとでも熱があれば休ま

せて様子を見るというような取り組みを進めて

います。また、国内外の出張、送別会などを一

切自粛して、プライベートで海外旅行の予定が

ある方についても自粛を要請し、とにかく内部

で感染者を出さないような取り組みを進めてき

ました。国から人との接触を７割減らすという

ような指針が出されたことを受け、今まで在宅

勤務やサテライト勤務というのはしたことがあ

りませんでしたが、今回のコロナ禍の中で、在

宅勤務導入も進めているような状況です。

　それから、特に現場では、配達するスタッフ、

福祉の現場スタッフ、それから店頭のスタッフ

も、自らも感染のリスクがある中で業務をして

もらっていますので、２回にわたって特別手当

を支給させていただきました。２回目について

は、宅配と店舗とコールセンターの、いわゆる

エッセンシャルワーカーの皆さんのみに支給さ

せていただいています。

　それから、配達でも店舗でも本部でもそうで

すが、業務中にマスクを着用しないといけませ

ん。この当時、マスクがまったく市中に出回ら

ないという状況がありましたが、いろいろな取

引先から数万枚単位で購入し、職員には２回に

わたりひとり200枚のマスクの支給をさせてい

ただきました。

　スライドの写真は篠栗の本部ですが、一人一

人座るデスクの周りは３面飛散防止のビニール

カーテンを設置したり、機関会議である理事会

ですとか、宅配とか店舗系などの事業系の会議

についても、今もほぼオンラインで開催をして

おります。

　それから、コールセンター内は、もともとこ

のように仕切り板があるのですが、１席ずつ空

けています。コールセンターで罹患者が出ます

とサービス機能が一気にストップしてしまいま

す。一番厳しかった時期には、篠栗にコールセ

ンターを設けていますが、中央区のお取引先の

事務所をお借りし、コールセンターを分散させ

て、どちらかで罹患者が出ても完全にストップ

することがないように取り組みを進めてきまし

た。

　お店の規模は非常に小さいのですが、やはり

対面での試食やセールの中止、チラシの販売の

中止を取り組みとして進めてきました。これは

店内での案内の様子です。お惣菜をレジで

チェックアウトするときに、一つ一つ袋やパッ

クに入れるサービスをしていましたが、そうい

うものの中止だとかイートインコーナーの中

止、それから店舗によっては店内でソフトク

リームなどを販売していましたが、それについ

ても中止をしているような状況です。

　こちらは県内での罹患者数の推移です。この

ような状況の中で、特に営業活動にどういう影

響が出たのかというのは、次のスライドになり

ます。生協の場合は、組合員になって利用して

いただく仕組みのため、一年中、常に新しく生

協に入ってくださるよう営業活動をしています

が、一斉休校や緊急事態宣言の直前ぐらいから

完全に対面での営業は自粛というか、中止をい

たしました。当分、収まるまでは、訪問活動は

自粛させていただくということで取り組みを進

めてきました。

　それと、ＴＮＣさんでＣＭをしている「はじ

めてばこ」という、赤ちゃんが生まれた世帯で

申し込みをいただいたらプレゼントをお届けす

るというのをエフコープで担わせていただいて

いますが、これについてもこの期間中は中止を

いたしました。
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４月のインターネット上からの加入は１カ月で

2800名近くあり、昨年の１年分に匹敵するくら

いの方が４月１カ月でネットから加入をしてこ

られたというような状況です。このネットから

の加入というのは、もともと利用金額も、利用

の回数も非常に高いのですが、特にこの時期、

生協の宅配を選んで加入していただいています

ので、買い上げの点数や単価が非常に高いとい

う効果が現在も続いております。

　この記事は３月に『西日本新聞』さんで取り

上げていただいたものですが、過去最高の利用

者ということで、写真の車両は1.5トンなので

すが、荷物が載らないような状況が宅配の現場

ではこの春先からずっと続いている状況です。

　次のスライドは、先ほどの感染者数のグラフ

が上の段で、下が宅配の週ごとの利用人数の前

年比ですが、感染者が増えると１、２週遅れて

利用人数が増えてくる、減ってくると少し遅れ

て減ってきて、また増えてくると少し遅れて増

えてくるというような状況です。ピークは４月

に前年比125％くらいいきましたが、これは利

用される方の前年比ですから、世帯あたりの買

い上げ金額も当然高くなっていますので、買い

上げ金額が125％で、瞬間的には前年比で150％

を超えるような利用が集中してあったというよ

うな状況でございます。

　流通への影響というところでいきますと、そ

ういう受注状況を受けて、冷凍、冷蔵、農産と

常温と４つの物流センターから支所を通じて組

合員のお宅にスタッフが１軒１軒配達をしてい

くのですが、それぞれの物流センターには１週

間で集品できるキャパというのがあります。平

時であればプラス30％くらいまで、１、２週続

く分には特に問題はないですが、発注した商品

の横持ちであるとか、物流のスペース、もとも

と稼働時間の中での集品の時間というのも今は

相当逼迫をしているような状況です。

　こちらは組合員の皆さんにご案内を差し上げ

たチラシを載せておりますが、できるだけたく

さんの人にご利用いただけるように、お一人１

品の協力のお願いとか、また、計画的に欠品を

せざるを得ない状況がありますので、その都度

ご案内させていただく取り組みを進めてきてい

るところです。私どもで使っています基本の食

品カタログ『えふ』では、毎週48ページ立てで

企画をしておりました。緊急事態宣言の当初は

グレーアウトといいますが、墨の薄い一色で、

このページはご利用いただけませんということ

で、塗りつぶしてカタログをお届けせざるを得

ないような状況が続きました。現在は、48ペー

ジから44ページに減らしてカタログ企画をして

いますが、下期に向けては、さらに４ページ減

らし、40ページ立てで食品カタログについては

展開をしていく予定でございます。一番下に書

いておりますが、６月までの累計でご注文いた

だいたものの、お届けできなかった商品が357

万点、12億円弱にのぼるような状況になってお

ります。

　次のページは、組合員の方々からいただいた

うれしいお便りでございます。生協の場合、い

わゆる宅配業者さんとはちょっと違い、毎週同

じ曜日、同じ時間に、直雇用の、いわゆる正職

員が組合員さんのところにお届けに行きます。

マスクの欠品などで一部、お叱りももちろんあ

るのですが、圧倒的に「このような状況の中で

玄関先までお届けしてくれることで生きていけ

ます」だとか、とにかくねぎらいの声、励まし

のお声を続々といただきました。コロナになっ

て、今までは対面してお渡ししていたところも

玄関に置く「留守置き」に変わってきましたか

ら、玄関先に空き箱と一緒に、こういうメッ 

セージカードと一緒に飲み物を置いてくださっ

たり、中には手作りマスクを、エフコープのり

んごマークの刺繍を入れていただいて、プレゼ

ントしてもらった職員もおりました。

　次がお店の状況です。これは先ほどの宅配と

同じで、感染者の状況と、お店の利用金額と、

来店される組合員さんの数というのは、ほぼ比
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例しているような状況です。

　これは、お店での売り場の様子ですが、今は

ずいぶん落ち着いてきましたが、一時期はこの

ように棚がガラガラでした。右上の写真はトイ

レットペーパーですが、製品在庫はあるのだけ

ど、配送ができないということで、欠品を起こ

したこともありました。

　それからコープのお店でのキャッシュレス決

済についてですが、昨年の10月くらいから力を

入れ出し、現在は５割強がキャッシュレスに

なってきているような状況でございます。

　総事業高と経常剰余金については、今日ご報

告したような状況ですので、かなり前年を上

回って推移しております。ここは後ほど見てい

ただければと思います。

　最後になりますが、エフコープとしてもＳＤ

Ｇｓの考え方に沿って、今後も取り組みを進め

ていきます。このコロナに限らず、今週来た台

風10号などいろいろなかたちのリスクが近年高

まってきていますので、事業継続ができるよう

に、いろいろなリスクを想定した事業構造を引

き続きつくっていきたいということと、生協事

業はどちらかというとアナログが中心でした

が、ＩＣＴやＡＩなども活用しながら、よりよ

い利用環境の構造をつくっていきたいと思いま

す。

　非常に雑ぱくな報告でしたが、以上でご報告

とさせていただきます。ご清聴ありがとうござ

いました。

（終了）
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